本システムはコンパクトなびら、迫力あるドルビーデジタルや DTS サウンドで、あなた 
の部屋をホームシアターにを身させます。 

このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになるちのため 
に、接続と設置のしかたを説明しています。 


スピーカーコードをつなざます 


A 


接続を行う場合、あるいは変更を巧う場をには、必ず電源コードや AC アダプターを抜い 
てください。また電源コードや AC アダプターはすべての接続が終わってか5壁のコンセ 
ントへ接続してください。 


スピーカー 側へ接続する カラーチューブ 


スピーカーコード 


付属品の確認 


[ DVD / CD レシーバー部に付属] 


■ 


本体側へ接続する 
カラーコネクター 


• リモコン X 1 
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• FM 簡易アンテナ X1 


•単 3 お乾電池 X 2 
(AA/R6P) 


• AM ループア ンテナX ] •電姬;コ-ドX 1 

(図は組み立てた状態です。） 


• ビデオコードX ] 


スピーカーコードのコネクターの付いていない側 
の先端の被覆をねじりながら引を抜さます。 


本体のスピーカー端テへスピーカーコードの力 
ラーコネクターを差し込みます。 

スピーカーコードはカラーコネクターの色と同じ 
色のスピーカー端子へ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるた 
めカラーコネクターの向さを確認して差し込んで 
ください。 



テレビと接続しまず 

付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本 
機の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反 
巧側をテレビの映像入力端テ (VIDEO IN ) に 
接続します。 

本機では、 S 端子や D 1/ D 2 端子か5でも、 
テレビと接続することびでさます。詳しく 
は、取扱説明書 ( HTZ - 已3已 DV ) の71 ぺ一 

ジ「より鮮明な映像でテレビを見るための 

接続」をご賣ください。 


本体側 


映像入力, 




本体側 


本磯の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続した0、ビデオデッキで録画して再生すると、正常な再生びで 
さないことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生びできないことびあります。詳しくはお使いのテレビ方一力一にお問いをわせ 
<ださい。 



•センタースピーカー （緑色） 


カラー — 
コネクター 


フ□ントスピーカー ■ 
のを測（白色） 




■ MCACC セットアップ用 
マイク X 1 



[スピーカー部に同徊] 

• センタ—スピ—力— X 1 
• フ□ントスピーカー X 2 
• サブウーファー X 1 
• スピーカーコード 

4 m (赤色のフ□ントスピーカー用）X ] 
4 m (白色のフ□ントスピーカー用）X ] 
4 m (緑色のセンタースピーカー用）X ] 
4 m (紫色のサブウーファー用）X ] 

• 滑り止めパッド（ル） X 12 
• 滑り止めパッド（大 ） X 4 


■ 保証書 

■ 取扱説明書 (HTZ-535DV) 
• システム t ットアップガイド 
(本書） 


[ワイヤレススピーカー部に同徊] 

• ワイヤレス スピーカー X ] 

• トランスミッターX ] 

• オーディオコードX ] 

• AC アダプターX 1 
• 電源コードX 1 
• コーションラベルX ] 


フ□ン トス ピーカー • 
のち測（'赤色） 



カラー 

コネクター 


•サブウーファー（紫色） 


スピーカー側の端テについては、スピーカー端子 
のツ方を押しなびら芯線を端テに差し込みます。 
スピーカーコードのカラーチューブのある方を端 
子の赤側（©側）に接続します。カラーチュー 
ブのないスピーカーコードは黒い端テの©側に 
差し込みます。 

(スピーカーコードのカラーチューブの色と、 
スピーカーの U ア部に貼られているラベルの 
色を合わせます。） 


スピーカー 側 



•色表示 


カラー 

W、 チユ-ブ 


ビデオ テレビ 


トランスミッターと接続しまず 

付属のオーディオコード（赤と白のプラグ）を本機のワイヤレス出力端子に接続します。次 
に、オーディオコード（赤と白のプラグ）の反対側をトランスミッターの入力端子(ワイヤレ 
ス入力)に接続します。 


トランス5 ッター 


@ゾモ 


本スピーカーを本システム处がのアンプで使用しないで < ださい。故 
障、火災の原因となることげあります。 

本システムのサラウンドスピーカーはワイヤレスタイプとなっており 
ますので、本体のスピーカー端テでの接続は必要ありません。 


AM ループアンテナを組み立てまず 


台を外側に出します。 


突起部を潮こはめます。 






壁に取り付けるには.... 

市販のネジや押しピンなどを使って壁に取り 
付けてか5組み立てます。 




サラウンドの自動設定を行ラためには MCACC セツトアップ 
庙マイクの接続び必要です。ラックなどに納めてしまう前にマ 
イクを接続しておくことをお勧めします。 


AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続しまず 



AM ループアンテナ 


コードの被覆をねじりなびら引さ抜さます。 


FM 簡易アンテナ 



AM アンテナ接続端テのツ方を押しなび5、 AM ループアンテナのコードを 
端テに差し込みます。 

どち5をアース側の端テ（^)につないでちかまいません。 

コードを差し込んだ5端子か5指を離します。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでください。 

また FM 簡易アンテナは、た5しておいたり、丸めたままにしないで最ち良 
い受信状態び得5れるよラに、ピンと張ってください。 



—^uuuuuuuuuuuu r 

」nnnnnni 

]□□□□□□□□ 

J UL /^. _ ■ ■ _ ■ ■ _ ■ ■ _ , . __ , 

叫 □□□□□□ 

[□□□□□’( に 

I r I ~ II ~ II ~ II ~ II ~ I 


9 









スピーカーの設置 





作 



サラウンド効果を最大限に引き出すため、下の図のようにワイヤレススピーカーを設置してください。ワイヤレススピー 
カーを設置するスペースび視聴位置の後方に確保できないときは、ワイヤレススピーカーを視聴位置の左側かち側に設 
置することびでをます。詳しくは取扱説明書の42ページにある「ワイヤレススピーカーのいろいろな設置」をご賣く 
ださし、。 

フ〇ント - フ □ ント I •左ちに置いたスピーカーはテレビから等距離になるように設置してく 

スピーカーセンター スピーカー にさい。 

(左） スピーカー (も） ♦センタースピーカーはテレビの下側に置き、センターチヤンネルの 

11 □ I Q 胃な;テレビと巨]じイ立胃か5聴こスミ)ぶラにして<广とせい。6しセン 

I _ タースピーカーをテレビの上に置くときは、テープなどを使用して適 

rsw )" 切な方ミまで個定してくだせぃ。胃定しなぃと地》などの外部の振 fi ] に 

よ0、スピーカーびテレビか5落下してケガをしたり、スピーカーを 
視聴位置 破損する原因となじます。 

rr-HMjpn ♦ワイヤレススピーカーを視聴位置 （ U スニングポジション）から極端 

し L リ に離して設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

♦ワイヤレススピーカーは視聴位置 （ U スニングポジション）の真後ろ 
ワイヤレス （中央）か左ちの棚や置を台、または床に設置してください。また、ワ 

こ^- イヤレススピーカーは耳の高さよ0ち下に設置することをお勧めしま 

I__I す。耳の高さより上にワイヤレススピーカーを設置すると、サラウン 

■ - ■ ド効果び十分に発揮されないことびあります。 

♦本機のフ□ント/センタースピーカーは防磁設計ですので、テレビと組み合わせても色むらげ起こりにくくなってい 
ます。まれに設置のしかたによっては色む5を生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、 ] 已〜 
3日分後再びスイッチを入れてください。その後ち色むらび残るようでしたらスピーカーシステムをテレビか5離して 
ご使巧ください。 

•本機のサブウーファーとワイヤレススピーカーは、テレビとの近接使巧びでをませんのでテレビから離してご使用く 
ださい。また、磁気に影響のある製品や機器（フ□ッピーディスクやビデオ、カセットテープなど）か5ち離してお 
使いください。近<に磁石など磁気を発生するちのび置かれている場含には、相互作用によりテレビに色む5を発生 
する場含びありますので、設置にごを意ください。 

•フ□ントスピーカーとサブウーファーは視聴位置か5等距離になるよラに設置して<ださし、。 

•センタースピーカー、ワイヤレススピーカー、サブウーファーを壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しなし、で 
ください。スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因とな0ます。 


フ□ント フ□ント 

スピーカー(左）スピーカー(ち） 


センタースピーカー 


ワイヤレススピーカー 



@ゾモ 


フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サブウーファーの底面の角4箇前こ、滑り止めパッドを貼り付けてください（裏面の「準備」参照 ) C 
本システムを使用しないとさはワイヤレススピーカーの電源は日 FF にしておいてください。 


電源コードと AC アダプターを 
壁のコンセントに差し込みまず 

電源コードを本体の AC インレツトに差し込み、電源コー 
ドのプラグ部を壁のコンセントに接続します。 

はじめて電源コードをコンセントにつないだ時はデモモー 
ドにな0ます。詳し<は取扱説明書 （ HTZ - 已3已 DV ) の 
1目ページにある r デモ表示を解除ずる」をご賣ください。 
AC アダプターをトランスミツターの DC 電源入力端テに 
接続してか5壁のコンセントへ接続します。 


AC インレツ 


醒 


勺 


ワイヤレス スピーカーの 電源 コード 
をワイヤレス スピーカーと 壁の コン 
セントに差し込みます 


AC 

アダプター 


け 一 A ヴホザ 

感感 @11 


電源コードをワイヤレスス 
ピーカーの AC インレット 
(AC IN ) に差し込み、電源コー 
ドのプラグ部を壁のコンセン 
卜に接続します。 


AC インレット 





























































































つソ。召:^苗しゴしよう 


矢印の方向に、裏ブタを開く 


t 付属のリモコンに電池を入れましよう] 

ケース内に表記されている極性に合 裏ブタを矢印のち向に閉める 


一 


♦ 乾電池のプラス©とマイナス©の向をを電池ケースの表示どおりに正しく入れて < ださし、。 

♦ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を遲ぜて使用しないでください。 

♦ 乾電池には同じ形状でも電圧の異なるちのびあります。種類の違ラ乾電池を湿ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 か月]^: LL ) 使巧しないとをは電池の液漏れを防ぐために電池を取り出してください。もし、液漏れを起こしたときは、ケー 
ス内についた液をよく}式を取ってか5新しい電池を入れてください。 

♦不要となった電池を廃棄する場含は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 


サブウーファーの設置のしかた 


フ□ント、センタースピーカーに滑り止めパッドを化りましよラ 



スピーカーの接続確認をしましよう 


わせて、乾電池を入れる 


イイン —J I ■サブ 

をサブ側 



に切り換え 



てか5 

サラウンド 



凹 [ 



を巧ず f 





ディスプレイに 「Auto」 と表ちさせます。 


♦ 




る場合、音量はゼ□です。 

妾続をし直して < ださい。 


因ゾモ 


Auto 


テスト!ジ 


f MCACC 1 *-* 

。 

をを藝 

の 


m3 

を巧ず 


S S ’ 

, . 




仁 


音量+ 


を押して、 
音量を上げる 


を©う 
&< i/h 

S 八己 
夕©ち 
□ —/□ 


® ◎ @ © 〇 


♦ 



「ヴー」といラテスト!-ーンが、すべてのスピーカーから順番に出ることを確認します。 

もラー度テストトーンボタンを押ずとテストトーンは止まりまず。 

テスト!-ーンの出ないスピーカーがある場含は、ちラー度裏面の接続方法を確認して、 J 


ワイヤレススピーカーか5テストトーンび出ないとさは、ディスプレイの 「 W 旧 ELESS 」 インジ 
ケーターび点好しているかを確認してみて < ださし、。 

消好または点滅しているときは取扱説明書 ( HTZ - 己3已 DV ) の44ページ「ワイヤレスモードを切 
り換える J をご賣ください。 

トランス S ッターからの信号を受信しているとをは、ワイヤレススピーカーの 「 TUNED 」 インジ 
ケーターび点なします。 「 TUNED 」 点灯中はトランスミッターか5の音声信号を受信し、音び出 
る状態です。 

「 TUNED 」 インジケーターび点巧しない場含は、トランスミッターのチャンネル選択ボタンを押 
してチャンネルを切り換えてみてください。それでち 「 TUNED 」 インジケーターび点巧しない場 
合はトランス S ッターの位置を動かしてみてください。 



電源を入れましよラ 






再生しましよつ 


テレビの入力を切り換えましよう 




または 



ディスクテーブルを開 
めると、自動的に再生 
を始めるディスクちあ 
ります。 


百;/ 


© 

凸田 1 

卜'■り 

願 


©©る〇 


© 

を押ず 


• ® 


ち’.‘贾 

夕^■邑 

己、ッ 

ill 



さあ、 DVD の世界を 
お楽しみください！ 


再生するソースによってはセンタースピーカーやワイヤレススピーカー占、6音び出ないことびあ D ます。取扱説日月書 （ HTZ - 己3己 DV ) の41ぺ- 
ジ「サラウンド再生を楽しむ」をご覧になり、お好みに応じて1」スニングモードを切り換えてください。 


最適な環境で迫力あるサラウンドを楽しむために 



トレイ開閉 

回 

を押ず 



サラウンドの自動設定 ( MCACC ) を行います 

取扱説日月書 （ HTZ - 己3己 DV ) の S ページ「サラウンドの自動設定 （ MCACC)J をご覧ください。 
マイクを使用した自動設定で、高精度なサラウンド設定を簡単に短い時間で巧5ことびでをます。 
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